








(はじめに)極小未熟児、低体重出生見の生存率は近年飛躍的に改善しているが、育児をめ

ぐる母親の不安や過保護・過干渉などの親の養育態度に問題が指摘され、発達に関しても

学習障害、多動性行動等の問題が表面化し、早期の適切な療育的介入の必要性が示唆され

ている。


